
紡 績 謳 卜
ゞ １ ４ Ｊ

ｒ ふ ゝ

・ Ｓ ｊ

、 、 ７ ゛ ？ - 丿 一 ゛ ’

『
』
『
だ

ｊ

卜ｒ-

ｒ`ふ

ｊ

日ホ同盟基督教団

世界宣教戦略会議
２００７年８目１２日（日）～１４日 Ｉ火ぐ
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日本同盟基督教団世界宣教戦略会議
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オ ープ ニ ン グ ・ 歓 迎 レ セ プ シ ョ ン 中 谷 美 津 雄 師
聖書から学ぶ宣教戦略（発題：倉沢正則師、応答：石川弘司師）
国外宣教４０年の評価（発題：吉持章師、応答：寺田由弘師）
過去のデータとともに（国別も含む）

▼ ８ 月 １ ３ 日 （ 月 ） ※
９：００～１２：００４。宣教師のトー-タルケア（発題：寺田由弘師応答：鈴木教子師）

Ｗ宣教師の発掘・育成・支援（メンタルケア、子弟教育、他）・退任

１４：００～：１７：３０３

派遣体制のあり方（発題：笠川徹三師応答：岡山敦彦師）
フェイスミッションと教団派遣宣教の相違
諸教会の取り組み

同盟教団のこれからの宣教戦略（発題：国外委員全員討論）
派遣すべき宣教地
現地の教会・宣教団体との協力（現地献身者発掘、育成）
伝道と社会的責任をどう果たすか（医療、技術、他）
信徒宣教師・短期宣教師の派遣について

：１９：３０～２１：３０６。戦略討論（司会：趙南洙師）

参加者全員による

▼８月１４日（火）

９：００～１０：００

ビジョンのまとめ（国外委員、宣教師）

世界宣教への新たなチャレンジ（決議）

※ ８ 月 １ ３ 日 の ス ケ ジュ ー ル に つ い て

都 合 に よ り 、 発 題 の 順 番 を
３ ． ４ ． ５ ． か ら → ４ ． ５ ． ３ ． に 変 更 い た し ま し た 。
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２００７年８月１２日（日）

マ ニ ヤ ４

東京基督教大学倉沢正則

Ｊ．｀・・・●ず゛

レ ジ Ｉ 幌 ｇ こ ・ 七 ふ 蹟 ヽ ４ ， ． ヽ ・

意 味 を持ってくる。そして、「あ・ら ’ ゆ る国の人々」とは、第一義的に、Ｊ異邦人」を指す言

Ｘの国の福音」の伝達が託された。その簡潔な命令が、「大宣教命令」（マタ１！８：１８-２０）である。

メ５！ｆ賜、ここで注目すべきは、「わたｌ．」こは天においても、地においても、ｊｊてらさいの権威が与えら

営゛’７１‘’ｔｙれています。」（１８節）というキリストの主権の普遍性である。こ心普遍もなキｊストの主・ｌ吻シ必権性の宣言があるからこｉレ謡海ふｌ。心こｓｌ俤ムェｉ・とせよ」という宣教命令の世界性が

Ｗ゛

／

４-こ応ｌ、ｔ人ｊ：や７ｉ・・・・Ｃ

孚

唾歯から学ぶ宣教敏略」
｜

．．一一一１）キリストの主権の普遍性と宣教の世界大性

（？ｊＪ９ド無：’神の人類に対する永遠の救いのご計画は、イエス・キリストの十字架と復活による陵ぃの
こ一一みわざよって実現した．そして、１２使徒を土台とするキリスト教会に、主キリストから「神

（‥の国の福音｜の伝達が託されとその簡潔な命令；６ｓ、「大官教会

ｊ，ｓヽｆ・ｓ！１唯４

ご・‾‾面苑Ｊｊｌｌ四１１１１１１）を意！！ｉｌｉｌＪｔ界大へのキリストｊｌＳｒ：窟：ｊ敦の作戦計ｉ面を意！！４そする．
ず

１ 斤 で 仁 一 ケ １ キ リ ス ト の 大 宣 教 命 令 と 「 証 し の 御 霊 」
- Ｊ

日本同盟基督教団国外宣教委員会主催の『世界宣教戦略会議』において、「聖書から学ぶ

。ズ：フ宣教戦略」という発題をするようにと依頼された。発題の時間的な制約と同盟国外宣教の’乙１Ｌ・クＣ今日的な必要を覚える中、特に、「使徒の働き」を・１＝ｉ心に、初代教会とパウロの一行に見る

紅鮭宣教戦略に焦点を当てて見たい。なお、「戦略」とは、「戦術よりも広範な作戦計画」（『広
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- は じ め に

葉である。それは、「真の神を知らない人々」のことであり、ュダヤ人以外の人々である。
イエスの存命中には、彼自身もその弟子たちも、「イスラエルの家の滅びた羊」（マタ１０：６）

のも‘とに派遣され、「御国の到来」を告げた。復活後は、「ュダヤ人をはじめ、ギリシャ人

（異邦人）」（ロマ１：１６）にも遣わされるのである。

２）聖霊：宣教と教会形成の第一人者

罪の赦しと永遠の審きからの救いは、人の善き業によるのではなく、キリストの順いに
基づく神の恵みの賜物であり、それは始めから終わりまで「キリストヘの信仰」によって

与えられるものである。しかも、その信仰さえも起こしてくださる方こそ「聖霊」であり、

その方が、人をキリスト信仰に導き（１コリ１２：３）、また、キリストに似た者となるよう私た●〃-←・ｊ
ちを変えてくださる方である（２コリ３：１８）。けれども、主イエスによれば、聖霊こそ「証し

の御霊」として、キリストの証言をなしてくださる立役者である（マタ：１．０：２（）、ＥＩハ１５：２６、使１：８）。

聖霊こそが、キリスト者の証しを大胆にして（使・！１：３１）、人々をキリストの弟子とし（使

２：４７）、また、教会を聖め整え（使１５：１１）、生じる問題を乗り越えさせて（使６：３）、民族的・

宗教的偏見を是正し（使：１．４：）：３５・３６）、キリストの教会を建て上げ、世界大への宣教へと教会Ｗ ・
を押し出すお方なのである。教会の存在とその使命の両方の鍵を握られるお方が聖霊であ
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る。「宣教と教会形成」は聖霊の働きであり，それはキリスト者が「ともに祈り，聖霊に満

たされる」（使：Ｉ．：：ｌｊ，２：１，４，４，４６，４：１３）ことから始まることをまず覚えなければならない。

２ 初 代 教 会 の 地 理 的 発 展 の 経 緯 と そ の 要 因

１）宣教の推進力

聖 霊 に よ って 生 み 出 さ れ た エ ルサ レム に あ る 初 代 教 会 の 姿 が 、 「 彼 ら は 使 徒 た ち の 教 えを

堅く守り、交わりをし、パンを裂き、祈りをしていた」（使２：４１）として描かれている。こ

れ が 教 会 形 成 の 屋 台 骨 と 言 える 。 教 会 が 健 全 に 制 度 的 に も 霊 的 に も 建 て 上 げら れ る に は 、

聖書のみことぱが堅く守られ、聖礼典（洗礼と聖餐）をもってキリストの恵みが享受され、

教会指導者たちの職責が重んじられ（使２：・１１、２、６：２）、教会訓練が尊重されることが肝要であ

る（使・ｉ１：２３１５、５：１１）。そして、キリスト者の主イエスヘの「愛と献身」、互いの婁荷を担い合７＝／-‘’「”゙ ミ゙ー` ’‘-ｇＶ今ミ〃-「４・‘゙ ”-゙ φΓ-二Ｗ＝--≒` ミ～。
う「交わり」、互いのために祈り合う「祈り」が宣教の推進力となることを覚えたい。
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２）福音伝播の内的・外的弗因
「使徒の働き」は、主イエ．ズｊ）ことば（１：８）の実現として、福音の進展状況を随所で要

約している。その前半では、エルサレム（６：７）、ュダヤ・ガリラヤ・サマリヤ（９：３１）、そ

して、アンテオケ（１２：２４）、後半では、小アジア（１６：５）、ョーロッパ（１９：２０）、ローマ（２８：３１）

に 至 る 。 こ の 進 展 は 、 順 風 満 帆 と い う 中 で は な く 、 エ ル サ レ ム の 教 会 は 、 外 的 に は 迫 害 に

苦しめられ（５：：ｌ．’７、６：：１４、１２：１）、内的には異邦人に対する自分たちの民族的偏見と向き合わね

ばならなかった（：１．０：１４、２８）。外的要因との関連では、ユダヤ人で構成されるエルサｋＡｊ１１Ｌ＿ぺ ● 〃 - 心 ｗ
会 を 異 邦 世 界 へ と 宣 教 に 押 し 出 し た の は 、 ゛ 教 計 画 」 で は な ‘ ゛ ｀ ・ っ た 。 そ こ で は 、

ｌｊ２堕独以外の名もないエルサレム教会の信徒たち叫。Ｊ；葦、ｊ草４；ｉ：？根的？；１；宣数」（使１３：４１）に負

戸で・いた。犬それができたのは、地中海世界がローマ帝国の支配下にあり、コイネーギリシ

ヤ 語 が 共 通 語 と して 広 く 使 用 さ れて い た こ と で あ る 。 ま た 、 帝 国 の 支 配 に 反 し な い 限 り 、

個人的な信仰については寛大であった。パウロの伝道旅行以前に、パレスティナやシリヤ、

タルソ、ローマにはすでにキリスト者がいた（Ｇｒｅｅｎ：１．９’７０：２５７）のも、これらの信徒たち

による自発的な証しがあったものと言えよう。これらのことを踏まえると、Ｊ！呂呂し、世界に

＿散．ｒ２にＫニ１ｙる。日本のキリスト者のビジネスマンや医療関係者、教育者、技術者らを世界宣教

へ と 励 ま し 、 彼 ら が 自 発 的 に 証 し が で き る よ う 祈 り 、 整 える 必 要 が あ る 。
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内的要因については、ュダヤ人キリスト者が異邦人に対する民族的・宗教的偏見と向き

合わねばならなかったように、特に、異文化宣教師には、自らが直面する「文化ショック」
ゐ根底に紅右こ［悳二、ＩＳｌｊ！慧９視点］と向き合う必要が出てくる。ここでは、「異文化的な視点

や理解」と、異文化におけるＦとＳ？１ヒ適応」・という課題である。さらに、福音が世界性を帯ふ●』-』-
びてくるのは、「エルサレム会議」によって、神学的には「万律法。と福音」の関係が整理され
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た こ と 、 熱 会 的 ば
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ュダヤ人キリスト者と異邦人キリスト者の交わりの課題が克服された
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こ と （ 使 ： １ ． ５ ： （ ５ - ２ ９ ） で あ っ た 。 今 日 的 な 適 用 と して、 宣 教 師 が 異 文 化 の 人 々 に 意 味 の あ る 福

音 を 提 示 す る た め に は 、 宣 教 地 の 人 々 の 文 化 理 解 と 福 音 理 解 の 両 方 を 深 め る 必 要 が 出 て く

る 。 今 日 の 宣 教 師 に は 、 異 文 化 適 応 力 の み な ら ず、 神 学 を 異 文 化 的 な 視 点 か ・ Ｉ Ｅ 、 （ 再 構 築 す るＷ ● - - ｔ 〃 ｀ - - - ～ ’ ＾ ” ‘ ゛ Ｗ ‾ ＾ ’ ゝ ’ ゛ ｀ ’ ’ ‾ ゛ ‾ ’ べ ～ ～ - く

神 学 力 が 求 め ら れ る 。
Ｊ -

ぞぞ叫・球ｆボ、、ぐ、釦こ４１７１１ｔぢ畢で
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３パウロの異邦人への召しとその宣教戦略

１）町とその近隣から、その地域を越えて

厳格な律法遵守者であり、教会の迫害の急先鋒であったパウロを主イエスは召し、「異邦

人への使徒」（ガラ２：８）とされたことは、福音が「隔ての壁」を越えて、「キリストにあっ
七 一 つ 」 （ エ ヘ ’ ｓ ！ ： １ ４ - １ ６ ） と な る こ と の 証 左 で も あ る 。 Ｓ ； と 万 万 ミ ヤ サ オ ケ に あ る 教 会 は 、 そ の 町 と そへ ‾ ” - ‘ ． - 一 - ” ヘ ー - ． ． ４ 一 ｔ - Ｊ

の近隣に宣教していたが、聖霊は、同時にその地域を越えて福音を宣べ伝える働きのため

に特定の人々を召された。旦を粍右ご！け乙ＩＳＪと竟・；！＿ＩＥ！は、塾会見とＪＪ幽ごヨモｌｙｅあった。
二 人 の 指 導 と 教 育 に よ っ て 教 会 が 形 成 さ れ て き た か ら で あ る （ 使 １ １ ： ２ ２ ・ ２ ６ ） 。 し か し 、 教 会

が 彼 ら 二 人 を 指 示 ど お り 送 り 出 す こ と に よ っ て 、 互 い に 欠 け を 補 い 、 次 世 代 の 槨 導 者 ｊ ４ 万 有 。

ち う る 環 境 と な っ た こ と も 確 か で あ ろ う 。 聖 霊 は 絶 え ず 教 会 を 「 外 （ 異 質 な 人 々 ） 」 へ 、 「 全゛ミミ゛ミ゛～゛”～‾｀～７”｀７゛”｀゛‘←｀”～乙←-’・-。〆‘゛‘’・

世 界 」 へ 、 「 福 音 を ま だ 聞 い て い な い 人 々 」 へ と 導 か れ る 。 か く し て 、 「 パ ウ ロ の 一 行 」 （ 使

： １ ３ ： １ ３ ） と い う 宣 教 団 が 組 織 さ れ 計 画 的 に 宣 教 が な さ れ る こ と と な っ た 。

今 日 的 な 意 義 を 考 え る な ら ば 、 こ れ か ら の 教 団 国 外 宣 教 の た め に は 、 教 団 に と っ て １ １ １ １ Ｆ Ｉ しー→-にー-”‘-●ａ--ｊＪ●

と思われる人物、特に、教会開拓とその指導と教育に賜物を持つ宣教師（複数）を送り出
〃 ～ ～ ‾ ” ・ - ’ ‘ ｀ ・ 〃 ・ ● ｓ ミ ・ - 〃 ・

し て い く 必 要 が あ る の で 偉 な い か ． し か も 、 次 世 代 の 後 継 者 を 育 て る こ と の で き る 人 物 が
〃 、 一 一 Ｓ ・ - - - ” ” … … … ｔ ～ ＿ ＿ ＿ ． - - - 一 - ・ 一 一 ・ 、 - - 、 - 、 一 - - ． ． ． - 、 ． ． 、 - Ｊ ● ゛ ｒ ・ - 』 - ＝ - が ｒ - - ” ＝ ● ” り ● - ４ - ｀ ・ ● Ｊ - ６ - - - ４

望 ま れ 血 。 実 際 、 宣 教 地 に お け る 教 会 開 拓 か ら 現 地 指 導 者 を 生 み 出 す 働 き が よ り 重 要 と な
ベ ー - - - ‘ ’ ‾ ‾ - ‘ - ＾ ヽ - ‘ - ‘ ～ - - 一 一 一 一 - - ’ - Ｗ - ・ 、 - 、 - ← 一 ・ - ’ Ｊ ‘ ” ‘ ‾ べ 、 １

る か ら で あ る 。 そ う す る こ と に よ っ て 、 教 団 に は 新 た な 次 世 代 の 指 導 者 が 、 主 に よ っ て 起

こ さ れ て く る と 信 じ る こ と が で き る 。

２）「パウロの一行」が訪れた町々とその緬理的戦略
「 パ ウ ロ の 一 行 」 は 、 第 一 次 伝 道 旅 行 と して キ プ ロ ス （ バ ル ナバ の 生 ま れ 故 郷 ） か ら 南

ガラテヤを巡回する（使１３：４-：Ｉメ１：２６）。第二次伝道旅行は、エルサレムから陸路で、タルソ、

そ れ か ら 第 一 次 伝 道 旅 行 で 訪 ね た 町 々 を 巡 っ て 、 さ ら に ア ジ ア や ビ テ ニ ヤ に 行 こ う と し た

が 適 わ ず、 聖 霊 の 指 示 の 中 で ト ロ ア ス に 下 り 、 マ ケ ド ニ ア と ア カ ヤヘ の 門 が 開 か れ 、 そ れ

からエペソに戻ってエルサレム、アンテオケに帰って来る（使：１．１５：３６-１８：２２）。第三次伝道

旅 行 は 、 前 回 訪 れ た と こ ろ へ 向 う が 、 違 い は 陸 路 で 前 回 禁 じ ら れ た 地 域 で あ る ア ジ ア （ 小

アジアの西海岸の州）を巡回できたことである（使１８：２；ＥＩ-２１：１６）。そして最後はローマヘ

の航路となる。

パウロの地理的戦略を考察する際に参考になる彼の主張が、「私はエルサレムから始めて、



「

４

ずっ と 回 って イル リ コ に 至 る ま で、 キ リス ト の 福 音 を く ま な く 伝 え ま し た 。 ・ ・ ・ 今 は 、 も

うこの地方には私の働くべきところがなくなりました」（ロマ：１．１５：１９、２３）にある。彼は次の宣

教 計 画 （ ス ペ イ ン ヘ の 伝 道 ） を 心 に 描 き 、 地 中 海 世 界 の 東 か ら 西 の すべ て と い う 範 囲 （ 全

世 界 ） を 見 て い た 。 上 記 で 見 た よ う に 、 パ ウ ロ は すべ て の 町 々 に 赴 い た わ け で は な い 。 地

中 海 世 界 の 東 側 、 し か も 小 ア ジ ア と マケ ド ニ ア、 ア カ ヤ 地 方 で あ っ た 。 ロ ー マ 帝 国 の 大 都

市 北 ア フ リ カ の ア レ キ サ ン ド リ ヤ に は 行 か な か っ た 。 と い う の も 、 そ こ に は す で に 福 音 が

伝 わ って い た か らで あ る 。 彼 は 、 プ キ リス ト の 御 名 が ま だ 語 ら れて い な い 所 に 福 音 奮 宣 外 伝Ｊ＝Ｗ-〃ミｊ■■-ｊｒ
える」（ロマ１．５：２０）ことを求めていたからである。パウロの宣べ伝えた町々はすべて当時の

ｑり１！ｊ９１１咎Ｌｊにあるものであり、パウロが第一次伝道旅行で訪れたピシデアのアンテオケ-Ｊ／～～-←＝ｊ→「＝-ゝ
や イ コ ニ オム 、 ル ス テ ラ 、 デル ベ は ア ジ ア 最 大 の 都 市 エ ペ ソ か ら 東 方 へ の 嘸 易 通 路 」 う で

あ っ た 。 ま た 、 ア ジ ア 州 に あ る 七 つ の 教 会 （ エ ペ ソ、 ス ミ ル ナ、 ペ ル ガ モ 、 テ ア テ ラ 、 サ

ル デ ス 、 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア、 ラ オ デ キ ア ） （ 黙 １ ： １ １ ） も 実 は ア ジ ア ・ ヽ 沿 い こ あ る

町々 であり、それら七つの町々 には｜堅但腿Ｅｌｔ５Ｅ？ｉＳ回茸かれて．ｙこ凱 廠 囃 封 炉し
（ Ｇ ｒ ｅ ｅ ｎ ： １ ９ ７ ０ ： ２ ５ ９ ） 。 同 時 に 、 パ ウ ロ が 宣 べ 伝 え た 町 々 は 、 ロ ー マ 行 政 区 や ギ リ シ ャ 文 明 の 埓 瞬＝ ＝ - 〃 ゜ - 「 - ～ ～ ヽ ／ “ ‾ ‾ ‘ ｀ べ

中 心 地 で あ り 、 遵 Ｊ ｌ ｉ ！ ５ と 巴 ダ ヤ 人 の 影 響 が 強 い 場 所 で も あ り 、 娠 豪 ふ 刻 也 そ も あ っ た 。 さ ら。。・〃゛’‾＝゛ミ’Ｓ--・---ｆ--・゛--・秦http://wwwｔＪゝ

に ， 人 々 が 四 方 か ら 集 ま る 場 所 の み な ら ず ， そ の 町 か ら 外 へ と ｊ 吻 事 泄
” ″ - ４ ７ - ～ ． ゛ ‘ 乙 ‾ “ ゛ ・ ● ， ４ ， ゛ ４ ・ - ‘ - ｀ ・ h t t p : / / w w w . が - ４ ゛ 一 一 ｀ ≒ - - へ Ｓ ゞ - ゛ ｀ ４ ｀ -

に福音を宣べ伝えたのである（Ａｎｅｎ：１９６２：１６）。地理的接触が可能であり

て い る 町 々 で あ っ た 。

ノ ・ ” ゛ ゛ ‘ ” ゛ ‾ ｀

道 が カ

パウロが福音を宣べ伝えた場所は、前述のごとく、その地域にその情報が容易に拡散す

る都市であり地域の中心地であった。「使徒の働き」におけるアンテオケはローマ帝国第三

の都市であり、ピリピはローマの植民都市、テサロニケはマケドニアの主要都市であり、
コリントはローマ行政下でのギリシャの首都、パポスはキプロスでのローマ支配の中心地、

- - - ９ ９ - 〃 ミ ミ ー ｗ 〃 ｄ Ｊ ” - ｄ ｊ ・ - - - - ● ●

エ ペ ソ は ア ジ ア 州 の 主 要 都 市 で あ っ た ． ４ 音 の 拡 散 に 果 た す 都 市 の 役 割 を 見 て 取 っ た パ ウ
二 - - ← ｊ “ に Ｊ 之 二 ｆ ” ’ ｀ ‘ - ３ ｆ - 、 ｊ 一 ｒ ゝ - ｙ ’ ｀ ・ ゛ - 「 ～ １ ’ - - 一 一 ？

ロ の 宣 教 計 画 （ 戦 略 ） の 一 端 が 垣 間 見 ら れ る 。 さ ら に 、 彼 の 戦 略 は 、 各 州 に 目 を 向 ける 。

ア ジ ア、 マ ケ ド ニ ア、 ア カ ヤ と い う 州 で あ る 。 そ して 、 そ れ ぞ れ の 州 の 中 に 、 信 仰 の 中 心

き た 。
〃ミご‘

＝ - ミ タ ’ ～ ’ 〃 ｉ - Ｆ ’ ∽

ミ - ミ ミ Ｗ ｉ ● ～ 〃 〃 “ ● ４ ｊ ｆ ‾ 〃 ～

、 ≒ - ～ り ． ． ＿

｀ ｙ ●

１

１

地 を 二 三 箇 所 設 け て 、 そ の キ リ ス ト 者 た ち に そ の 近 隣 の 宣 教 を 委 ね た の で あ る ． た と え ば 、
心 - ～ - ｀ - - - - - - ’ ‘ ‾ ゛ ゛ ’ ｀ ’ ゜ ゛ - ’ - ・ - - ・ ‥ ． ． ． 「 ” - ’ ・ ‘ ・ 、 - ・ ・ ・ ・ ． ● ｀ １ ｀ ’ ・ ゛ 、 ｆ ．

マ ケ ド ニ ア 州 で は 、 テ サ ロ ニ ケ 、 ベ レ ア 、 ピ リ ピ で あ る ． ま た 、 ア カ ヤ 州 で は 、 ア テ ネ と ダ

コ リ ン ト 、 キ プ ロ ス で は 、 サ ラ ミ ス と パ ポ ス 、 ア ジ ア 州 で は 、 エ ペ ソ に 二 年 間 滞 在 して、

コ ロ サ イ や ラ オ デ キ ア に 福 音 を 宣 べ 伝 え た 。 彼 は そ れ ぞ れ の 町 に 長 く 滞 在 せ ず、 そ こ で キ

リスト者の群れが起こされれば、すぐ彼らにその近隣の宣教を委ねている。それを通して、丿 ｆ ・ ｚ ” ｀ - φ ” 甲 ム ”
そ の 地 域 教 会 を み こ と ぱ と 聖 霊 に 委 ね 、 そ の 指 導 者 や 信 徒 ら を 整 えて 証 し を 託 し た の で あ

る 。 そ れ に よ っ て 、 教 会 は 宣 教 師 依 存 か ら 免 れ 、 自 立 し た 教 会 運 営 と 宣 教 に 励 む こ と が で
〃 ｒ ～ ゛ ● ミ ｆ - ～ - ４ ・

Ｗ ミ マ ㎜ - - ら

同盟国外宣教の地理的戦略を考えるとき、このパウロの州戦略に倣い、「キリストの御名



がまだ語られていない場所」を今日的に問うことが必要であろう。例えば、（！：：１０／４０の窓）

５

に あ る ア ジ ア の 国 々 を 宣 教 地 と し て 採 用 す る と 、 北 東 ア ジ ア 、 ｉ 軍 南 ア ジ ア 、 沸 ア ジ デ 、 寸” ム ・ ゝ Ｗ ¶ Ｊ - ． ｊ ｀
゛ 央 ア ジ ア と 分 類 す る こ と が で き よ う ． そ し て 、 北 東 ア ジ Ｔ フ ？

ｙ●・も４．』縛ｙ゜か￥ ″゛゛４Ｊ６ ‘４‾Ｍ｀ｒ-ｉ４-４＝ 〃

ル 以 外 の 第 二 の 都 市 や 中 国 で ま だ 福 音 が 伝 わ っ て い な い 地 域 の 主 要 都 市 が ど こ で あ る の か

を 調 査 し て 、 そ れ ぞ れ の 都 市 を 特 定 す る ． 東 南 ア ジ Ｊ ； ？ ： フ ニ Ｋ ｌ £ し す し Ｔ ？ に バ ン コ ク ヘ の 宣 教 が な～、夕四～＝＝～“～‘‾‾’` ’″｀０”’’一加●ＪＪ４-かφ-φ丿●

さ れ て い る が 、 バ ン コ ク を 起 点 と し て 、 プ ノ ン ペ ン や ホ ー チ ミ ン 、 ヤ ン ゴ ン ヘ の 宣 教 が 考

え ら れ る ． 南 ア ジ ア で は 、 ス リ ラ ン カ ． の 南 ア ジ ア 宣 教 へ の 支 援 と 北 ・ 北 東 イ ン ド の 主 要 都

市 へ の 宣 教 を 考 え る こ と が で き よ う ． さ ら に 、 中 央 ア ジ ア は 、 イ ス ラ ム 教 の 強 い 地 域 で あ

る が 、 か つ て の シ ル ク 道 路 網 に 沿 う 主 要 都 市 を 調 査 す る 必 要 が あ る だ ろ う ． や が て 、 中 央
／．--．一．-・-- - -・-、ダー・ ” - -゛ ’ ″ ‘ “ ‘ ” ｆ・ ’●一-４--゜゛̈゛・奏｀ ″ｙ．ｒ-、４．ｆご．・ニ←-～-・-

ア ジ ア の 向 こ う 西 ア ジ ア （ 中 東 ） か ら 北 ア フ リ カ を 射 程 に と ら え る 戦 略 が 必 要 と な る ．
ゝ 、 - - 一 匹 - 、 一 ． ． ら ４ ￥ ａ - Ｓ - ● ｔ Ｊ ． Ｆ - ９ ｙ ・

３）パウロの宣教活動戦略
パウロにおける宣教の目的は、「御名のためにあらゆる国の人々の中に信仰の１走順をもた

らす」（ロマ１：５）ことであった。そして、彼の宣教への動機は、「返さねばならない負債」意
心 ・ 、 ． ＿

ミ Ｊ ゛ ａ ’

識である（ロマ：１．：：１４、１コリ９：１６）。また、当時教会が持っていた「差し迫ったキリストの再臨」

意識もパウロをして宣教へと駆り立てていたようである（１テサ：１．：１０）。彼の宣教活動の作戦

計 画 は 、

／ ‾ ‘ 塵コ

であった。ｊ！５ＪＭ

教会を強めてキ１

- - - 皿 心
ｊ ・ - Ｊ ま ㎜ ａ - -

に、福音を宣べ伝えることであった。どのような人々に福音を宣べ伝えたの

かについては、その町や地域の指導者に向かったとする意見（Ｇｒｅｅｎ：１．９７０：２６１）と、特定

の階層の人々を特に意識していたわけではないとする意見（Ａｎｅｎ：１．９６２：２２）と分かれるが、

恐らく後者の方が妥当性が高いと思われる。「使徒の働き」の記述には、地域の指導者や高

官、貴婦人の登場もあるが、全体的にはわずかであるし、パウロによる回心者たちは身分
の低い商人ヽ肉体労働者や解放奴隷や奴隷が多かＴ？だ。しかしヽパウｌニ１は特定の階層の人゛ｊ４-。

を意識していたわけではなかったと思われる。ｊ頑こ、プ土台膏・据え剤（！。無聊叫ニどぜ｀４ぷ- - ｀ - - - - ¶ - - ． - 血 ． ＋ ¬ ． ● -Ｊ

つ つ あ る 信 者 の 群 れ を 養 い 育 て る こ と を 意 味 す る ． そ し て 昿 祉 、 そ の

刄卜者の円熟を計柾、。破らを整えて……「宣教の教会」と二１１Ｔ：るｊ二とであった。

こ う して 、 テ サ ロ ニ ケ や コ リ ン ト 、 エ ペ ソ の よ う な 、 地 域 の 戦 略 的 な 中 心 地 に 確 固 と し た

教会を設立して、近隣への伝道をその教会に委ねたのである｛Ｂｒｉｅｎ：１９１｝１５：４３）。

４）パウロの宣教対象戦略（Ｍａｒｓｈａｎ２０００：１０’７-１０９）

宣 教 の 対 象 に つ い て は 、 前 述 の ご と く 、 あ る 特 定 の 階 層 の 人 々 を タ ー ゲ ッ ト と し た よ う

には思われない。パウロの宣教の働きは、「全ての人々に対しての証し」（使２２：１５）であっ

た。パウロは、「イスラエルの子孫の前に」（使９：１５）キリストの御名を運ぶとともに、「遠

く異邦人に遣わされる」（使２２：２１）使徒であった。パウロは、実に、「ダマスコにいる人々

を は じ め エ ル サ レ ム に い る 人 々 に 、 ま た 、 ュ ダ ヤ の 全 地 方 に 、 さ ら に 異 邦 人 に ま で 」 （ 使

２２：２０）宣べ伝えたのである。



タ

， ぎ れ “ り

６

し か し 、 パ ウ ロ に は 明 白 に 、 「 ユ ダ ヤ 人 を は じ め 、 ギ リ シ ャ 人 （ 異 邦 人 ） に も 」 （ ロ マ １ ： １ ６ ）
ａ ｗ ４ ． - ． ． ． ． 、 - ． ． ４ 、 、 ． ‥ ‥ ‥ ‥ ～ - ψ - - 、 ’ 〆 ゛ ゛ ’ ゛ ｘ

と い う 意 識 が あ っ た 。 神 の 救 い の ご 計 画 は 、 イ ス ラ エ ル を 通 し て 表 さ れ 、 契 約 も 約 束 も ま

ず彼らのもので、キリストもュダヤ人から出られたゆえ、旦塵位報：・１ニる救霊；ごど？１塾丿壷万４趾ｙ

が あ っ た か ら で あ る ｛ ロ マ １ ｝ ： ３ - ５ ） 。 事 実 、 彼 の 宣 教 の ア プ ロ ー チ は 、 新 し い 町 に 赴 く と 、 初

め に 「 ュ ダ ヤ 人 の 会 堂 」 を 訪 れ 、 ュ ダ ヤ 人 た ち と 接 触 す る 。 サ ラ ミ ス で も ピ シ デ ヤ の ア ン

テオケでもそうであったし、以後、「いつもしているように」（使：１．・！１、：１、：１７：２）と記されて、

イ コ ニ オ ム 、 ピ リ ピ 、 テ サ ロ ニ ケ 、 ベ レ ア 、 ア テ ネ 、 コ リ ン ト 、 エ ペ ソ と 「 会 堂 」 を 訪 れ

し て い る 。 パ ウ ロ に と っ て 「 会 堂 」 は 宣 教 を 始 め る 良 い 戦 略 場 所 で あ っ た 。 彼 は 、 会 堂 に い
ｉｉ７゛ｒｙ。／″‘゛‾‘‾｀‾゛’‾＾｀‾‾゛‘゛-゛｀～・、＿-一一、-ヽｊ●----‘-、。・。--、-かｒｌ“Ａ４

／ … … 、 。 、 ： ・ る こ １ ・ ダ ヤ 人 に ま ず 福 音 へ の 応 答 の 機 会 を 与 え 、 そ れ か ら 異 邦 人 へ と 向 っ た の で あ る 。

姉 ト ー - - 一 一 - - … - - - -

こ よ ； 頑 今 日 の 日 本 人 宣 教 師 も こ の よ う な 視 点 が あ っ て も 良 い の で は な い だ ろ う か 。 現 在 、 同 じ藤ｆ郭？ｊ 宣 教 地 で 、 異 文 化 宣 教 を じ る 宣 教 師 ＿ と 日 本 人 教 会 や 日 本 語 教 会 へ の 宣 教 師 が そ の 働 き を 分-φ曳ｔＳ・●ふＪｊ＝｀“加ｒ≒ｒＪ￥●

業 し て い る が 、
ｒ ゛ ～ ； こ - - ’ ・ 一

じ宣教師が二つの働きをする可能性があっても い そうすることによ
・ ¶ - ４ ～ - 』 - ・ ・ - - - ・ ・ - - ゜ ″ ｀ ・ ゛ Ｘ

行 し て 行 わ れ 、 し か も 、

４キルーシ

二つの群れがそ

ない

小雛影゜ミ晴
匹似１ド１バ１

って、同胞宣教と異文化宣教が宣教師を通して

れぞれへの宣教意欲をもつように、宣教師は彼らを励まし教えることがで

だろうか。

５）伝えるべき福音の内容戦略
パ ウ ロ が 異 邦 人 に 伝 え た 簡 潔 な 福 音 の 例 証 が １ テ サ ロ ニ ケ ｌ ： ９ - １ ０ に あ る ． 「 テ サ ロ ニ ケ

人 へ の 手 紙 」 は パ ウ ロ の 初 期 の 執 筆 （ ５ １ Ａ ． ： ［ ］ ． - ５ ２ ） で あ る が 、 パ ウ ロ が 旧 約 聖 書 の 知 識 の な

い 異 邦 人 に 宣 べ 伝 え る 福 音 の 内 容 が 示 さ れ て い る ． パ ウ ロ の メ ッ セ ー ジ と は 、 循 プ ピ 、 偶｀Ｘ＿～～-Ｗｉｙ之ミ‾’` ｊ’之 ’`゙ ｀ミミミ匹∽` ゛乙 ’`` ～ミ．、～一之-Ｌらミム４゛●●→-＝ご｀゛マＪｊ-≒-http:ww乙．．１・．゛Ｊ

像 と 唯 一 の 生 け る 真 の 神 と の 根 本 的 な 違 い に 触 れ 、 ド 第 二 に 、 こ の 神 の 御 子 イ エ ス の 死 と 復

活 を 語 り ヽ 啓 戸 に ヽ 不 信 者 を 審 き ヽ 神 の 民 を 救 う た め に イ エ ス が 再 臨 さ れ る こ と ヽ 声 四 に ヽ ぐ 行 路 蒔

偶 像 か ら 立 ち 返 っ て （ 悔 い 改 め て ） 、 生 け る 神 に 仕 え る よ う に （ 信 仰 と 従 順 ） ア ッ ピ ー ル す ぷ

ることであった｛Ａｎｅｎ：１９６２：６８、Ｈｏｗｅｕ：１．９！｝８：７１）．このメッセージの特徴は、第一１、こ：４きｊＳン

で あ る こ と 、 第 二 に 事 実 を 述 べ る の み で な く 応 答 を 聞 き 手 か ら 求 め る こ と 、 第 三 に 聞 き 手
喘鳴〃．φ-４-●●Ｗり●’‥‥、・←４．’ヤ心` １加ゝ 二・-ｙφ￥゙ 、ゝ 、Ｖ-・』４●ｊ●「

９ 世 剤 眼 ！ ｊ ｇ １ え ヱ セ ー ジ を フ ィ ッ ト さ せ て い る こ と で あ る ． 「 簡 潔 」 で あ る た め に は 、 福 音 の

内容を熟知する必要があるが、簡饗々メッセフ万万Ｔｇ？降、．伝達吏賓易にさ、．１１１！いかＦｉ１１「’が第三

者 に 伝 え や す く す る ． 「 応 答 を 求 め る 」 こ と は 、 聞 く ひ と り 一 人 の 回 心 を 意 図 し て い る か ら゛‾‘”’‘”‘‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥｀-‘’---・“-’--“゜｀゛｀---～-４-｀‘-‥‘’｀゛Ｊ・゛゛‥’゛---‘｀‘”・‘｀”゛Ｊ｀‘｀‘｀’‘‾≒じヽご：”ｇ｀乙こ｀’………”｀゛’“’

で あ る ． 「 邑 を ． ヨ １ ヨ タ 世 界 観 に フ ． イ 之 Ｌ 良 ｊ に る メ ツ ま こ ¬ こ ジ 」 」 ； ｉ 、 、 ． 今 日 、 、 Ｆ ４ き 歩 ィ ヒ 」 と し て 知 ら れ
ｇと１感ｊ）

る が 、 福 音 を 福 音 と す る 内 容 を 変 更 せ ず に 、 そ の 内 容 を 聞 き 手 に 意 ｇ ； ｋ 、 あ る 、 も の と し 、 適 切
｀ ’ - ” - - ‘ - “ ‾ - ゛ ゛ で ー ‘ ″ ” ” ゛ ｀ ’ ｀ ‘ ’ ‘ ’ ’ - ” ゛ ｀ ’ ゛ ‥ ’ ‥ ゛ ゛ ゛ ｀ ゜ ゛ ’ ″ ” ’ ） ” “ ゛ １ ‾ ‘ ’ ゛ ” … … ４ ゛ ・ ・ ” ｀ ‥ ‥ ‥ ６ ゛ ” ゛ ‘ ’

に 「 届 く 」 た め に 必 要 な こ と で あ る ． 例 え ば 、 ピ シ デ ヤ の ア ン テ オ ケ で は 、 ュ ダ ヤ 人 や 「 神

を恐れかしこむ人々」を前に、「イエスがキリストである」（使１．３：２３）と弁証し、ルステラ
の異教徒には、創造主の祝福と偶像礼拝の愚かさを説き（使１４４５-１７）、アテネの哲学者だ
｀ＩＥ、には、「『知られない神に』と刻まれた祭壇」（使１７：２３）という彼らの銘から語り出し、

アニミズムの盛んなエペソでは、「力の対決」によって福音の真実さを示したのである（使



：１９：１１．-２０）。
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お わ り に

「使 徒 の 働 き 」 や パ ウ ロ 書 簡 に 見 る パ ウ ロ の 宣 教 活 動 で 一 貫 して い る こ と は 、 「 聖 霊 の 中

。」！ＪまＪである（Ａ１１ｅｎ１９６２：：１．４９-１５０、ＨｏｗｅＵ：１．９９８：’ｉ”７-９１）。パウロの宣教は、いずれも聖霊
へ の 意 識 的 な 信 頼 に よ っ て 遂 行 さ れ て い っ た 。 伝 道 と 教 会 形 成 が み こ と ば と 聖 礼 典 に よ っ

て行われるために必要であるのは、座縦ご：ヽｒ・刎ｓｙ頼確詞である。聖霊こそが人々や教会に

罪を認めさせ、正し、導き、強めるお方である。この確信を教会指導者や宣教師はもう一

度呼び起こす必要があることを聖書から探られる。宣教師パウロは、伝道しキリストの群

れが起こされるや、滞在期間をできるだけ短くして他の場所に移動していった。その群れ

に指導者を立て、彼らを「恵みのみことばにゆだねた」（使２０：３２）とある。それは、みこ

- - - - - - -

ニ ． ｒ ｒ ’ ｆ

ｉ - Ｊ -

と ば と と も に 働 く 聖 霊 が 、 宣 教 師 パ ウ ロ が 不 在 の 時 に も 、 教 会 を 導 き 、 保 ち 、 牧 す る と い¶- ‘ - ‘ ５ ｓ ’ - ｀ ・ で ’ - - - - - - - - - ． ＿ ． ． ｀

ｊ 海 信 晏 持 ９ て い た か ら で あ る ． も ち ろ ん 、 時 に テ モ テ や シ ラ ス の 派 遣 や 書 簡 を 通 し て 彼ｙ、．‘嗜’“‘-←-「ｉ--・、」‘●゙ ｊ` -４之ｋゝ 〃ムに．．．ミ

ら を 指 導 し 、 励 ま し た こ と で あ る が 、 な る べ く 早 く そ の 地 域 教 会 に リ ー ダ ー シ ッ プ の 責 任
♂ｙ．九４ｔ・＋-’皿-

を 渡 し て い っ た の は 、 パ ウ ロ の 聖 霊 へ の 全 き 信 頼 の ゆ え で あ る ． こ の こ と は 、 地 域 教 会 り ．

宣 教 師 依 存 を 解 消 さ せ 、 自 立 し た 教 会 形 成 へ と 促 が す も の と な っ た に 違 い な い ． そ し て こー～＿＿--４ヾｗ・--ｓ-ａミｔ辱●-●-儡¶一加ムｗ「

ｊ Ｅ ； こ ｊ ｉ ｇ 沸 癩 ｉ タ ３ と 沁 ヴ ６ ’ を 七 ； ： ｔ ｙ Ｔ £ り な し の 祈 り 」 へ と 赴 か ぜ ブ こ ヒ ． 。 Ｊ パ ウ ロ は 、 諸 教 会 の た１２１！きごｉや、、４-４４、．４１゛-●～．．～二一．-４．．．・ニ、、゛ｔ．．．．-．-齢四心．。ｓ・ご、こニhttp://www.寸、．、・ｊ・７ヽ～．２＝こｉ！二ニニｙだニとここピ２’でごごこ二ＥｌｙレごｙＪこ．・・．．ンニ・……-．、‥．．．．、．

め に 祈 っ て い る こ と 、 虚 亜 ｊ ！ ！ ７ 会 熹 こ う な っ て ほ し い と い う 祈 り を し て い る ： こ と 、 自 分 の た
Ｎご・りー-七Ｗ-．ｆ・●、-ｙ-．．--ｒ．．ｒ♂り゛ｉ” ’ｊ｀．’゛７゛゛・’゛÷、‘、・”．●¢ｆ１

め の 祈 り を 求 め て い る こ と 、 祈 り に つ い て 教 え て い る こ と な ど か ら 、 ． １ ！ ！ ！ イ 可 に 諸 教 会 を 覚 え

てとりなしの祈りをしていたかが書簡から教えられる（Ｈｏｗｅｎ１９９８：８７-９１）。（Ｕｒ｀祈りの戦略）

こそが、パウロの宣教戦略の根幹を占めていたのである。

＜ 引 用 文 献 ＞
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５ｅｄ７９７ａｉ／Ａｚ７ｊｚか９ｊｓ．（Ｇｒａｎｄ：ｌｌａｐｉｄｓ，ＭＩ：ＢａｋｅｒＢｏｏｋｓ，１９９５）．
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これに関しては（別紙、国外宣教版第９０号参照）

員長の独断で悪口広場なる文章を作って、各宣教師の情報を中継した．．４．．？-・、μ・／
ｔ：゛万万珈タ口車ざ（｜瞑ずぺ

６ 国 外 宣 教 ２ ０ 周 年 大 会 の 祝 福 Ｎ Ｉ

ダ』、Ｚ・・

了乱Ｌ゛寸声とブ

宣教師は、仲間の宣教師たちはどうしているだろうかを知りたがっていた。
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１ ぐ １

拗・ｔｊ４ぷ４・ヽ

訪問。新約聖書百冊、聖歌２０冊を届ける。

ち！４毎略

４（ｊ周年頃評価、ｌ：ｉ７’仁手

レダドｊ、勿４）ｊｌ々章

谷 沁 や 無
（それまでも有名無の部名はあった。）

部活動が認知されるまで
１９６６年教団顧問故松田政一師を台湾訪問に、理事長の故安藤仲市師を沖縄

訪問に行って戴くべく航空券の半額を支援させていただく。
帰国後両師に視察報告を書いていただく。（宣教版第２号参照）
同じく故野畑新兵衛師、故木下弘人師にも国外宣教への啓発記事を書い

５ 派 遣 教 師 間 の 交 流
・ 台 湾

・ イ ン ド ネ シ ア

・ タ イ

・ カ ナ ダ イ ヌ イ ッ ト

受 け 、 パ ス ポ ー ト を も っ

１９６５年国外宣教特集号を発刊
１９６５年８-９月、吉持章と荒川三樹雄が、ある方からの個人的なサポートを

ごさゃ？４Ｆ
ｊ ｙ ｉ ｍ

４

Ｘキ§一釦１１１４７ミ：ご∧２００７年８月１２日｛
・ ｊ ・ ． ４ ｝ ． ？ ・ ． 、 、 ７ き ． ？

銚レで’で、ヽ）ザ１４乱か戻ヾでひ

日本同盟基督教団世界宣教戦略会議

ｌｌ蚕聯？旅ノ｜：１１ｎ
押こ ） ’ ゝ ｀ Ｊ Ｉ ゛ ． ， - ’ ″ … … μ ！ ＝ １ ７ １ ｀ 旦 ９几一丿……→｀Ｊら瞳＝５・ｌｉ乞ざこｊ｀ｔ宮子ｕｉ？

ｌ（ｊとｊむ．ｊ齢１月７日の設部ま-ｅ

漕ｉ１５私
り弘μ２
・ｔ！。`・・９汐ご

〃-～ミ～゚ ニ゚～ミｊ〃ミ～Ｊ“″’` ｀゙ Ｊ～～・’ｊ` ’大．゙
Ｉ ’ い た だ く ． こう じ （ 国 外 宣 教 叫 夕 ４ ） ｊ 多 ． 察 ： 剱 噂 尽 権 豪 ご ｌ ｌ Ｆ プ ≒ ， レ

１ ９ ６ ８ 年 国 外 宣 教 版 第 ３ 号 （ 別 紙 ） に Ｒ 国 外 宣 教 の 責 任 所 在 」 と 題 し て 何 故 国 外

察？！摯四ｙＴ（ｊＪパ昨ｌ！．‘芦！ｌ＝・ないヵヽの理雙述・ ’ヽ６・徊，ぐ妙皆ぢ

３ 支 援 体 制 の 確 立 に 向 け て の 努 力 ｀ 犬
国 外 宣 教 版 の 定 期 的 発 行 に よ り 関 心 を 高 め る 。 ’ … … 一 一 ゛ ノ
ある教会は礼拝献金の半額を国外宣教に献げる。
１９６８年全教会に国外宣教の献金箱をお配りして、献金への協力をお願いする。

泳 ４ 開 部 カ ヽ ら １ ０ 年 ・ 苦 闘 ’ ｙ Ｊ ： Ｓ ｚ 聊 １ 輔 ！ ； １ ４ 貧 ｔ ‘ｙ ‘ - て ▽ ｗ ！ ． Ｊ Ｉ ， ・ ｔ ．
卜 ７ ’ 匹 幇 の 発 掘 ざ 孔 （ 、 駐 丿
ｊＪ、ｊが所゛’う・財必ゐ緬立
Ｎｙ人` ヤ：叩て。’ＪＴ）、゚ 群遊ｊＪｉ！叫畢察-作螺゙ ‘７４ニりヽ

＼ ぶ ツ 抑 が ｊ ・ 体 験 宣 教
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日本同盟基督教団世界宣教戦略会議

「支援体制の強化」

２００７年８月１３日（月）

ＩＩ．宣教師の働きのあり方を再考することです。

宣教地での働きと日本の教会での働きのバランスを取ることです。

宣教師の働きには宣教地と派遣している日本の諸教会と対して責任があります。
１ ． 日 本 の 教 会 に 対 す る 責 任 に つ いて

支援を通して国外宣教に共にあずかるように働きかけることであり、また諸教会にとっ

て祝福となる国外宣教を目指していくことです。

課は帰国のｌ：１．；ａｌ士分１こ取れていないことです。たとえば、４年現地で働いた後、１- - - ～ - -
年間は帰国し、家族のリフレッシュと宣教報告、学びの時を持つことをルールとしたらど

うでしょうか。そのためには、委員会が提案しているホームチャーチ制度を推進すること
が必要だと思います。予算の問題も起きてきます。その必要を訴えることです。

宣教師のフアローのための帰国は派遣している諸教会との絆をしっかり結び合わせると

きです。この堅い絆なくして再び宣教地に赴くことはできません。

ｌ 。 国 外 宣 教 の 理 念 と ビ ジ ョ ン を 明 確 に す る こ と で す 。
ベ ベ ～ - 皿

１ ．国外宣教の理念を明確にすることです。

大宣教命令に基づき、教団の責任のもとで宣教師を派遣し、すべての人に福音を宣べ伝え、

その地域に根ざした地域教会を設立し、できるだけ早く現地の指導者に委ね、その教会が

国外宣教に従事するように支援することです。
２．ビジョンを明確にすることです。

すべての人に福音を伝える理念のもとで、全世界伝道を目指すことを明確に示す必要があ
ります。世界の主な地域への宣教師の派遣を夢見て、祈っていく必要があります。イスラ
ム圏と言う世界に広がる閉ざされた宣教地に対する派遣や巨大な人口を有する中国への派

遣を祈る必要があります。これらの地域の場合、テントメイキング伝道を考慮しなくては

なりません。国外宣教がテントメイキング伝道にも柔軟に対応することができるようにす
べきです。小さな教団ですが、全世界伝道のビジョンを明確に打ち出すべきだと考えます。

笠 川 徹 三
序

私のテーマは国外宣教の働きをどうしたらさらに深く教団全体の働きとしていけるかを考

えることです。それは国外宣教に直接携わっている国外宣教委員会及び宣教師たちと教団

の教職及び信徒だちとの間の距離を縮め、より身近なものにするにはどうしたら良いかを

考えることです。国外宣教は教団全体で取り組んでいる働きですが、諸教会７！、ｉｌ／ヽヽかに主体

的に国外宣教をとらえ、担っていくことができるかです。



一

２ ． 宣教地での働きを再考する。

定期的な、長期間にわたる帰国を行うためには、現地における働きのあり方を再考する

必要です。宣教の働きの結実のためにも、継続のためにも今までのやり方を再考する必要

があるのではないかと考えています。教団が派遣してきた宣教地にはすでに現地教会、教

団があり、また宣教団が存在しています。その宣教地の教会、教団と初めから協力し、現

地の支援体制の中で宣教師が働くことが継続の良い実を結ぶことになり、宣教地を一時的

に離れることも可能にするのではないでしょうか。

３．諸教会と宣教地を結びつける働きに取り組むことです。

諸教会の祝福になる国外宣教を目指すことと、宣教地の働きの支援を目指し、さまざまな

プログラムを実施する。今までなされてきた諸教会と宣教地を結ぶ取り組みを高く評価し

ます。諸教会に大いなる祝福をもたらしてきました。それらの取り組みを継続し、大いに

推進し、また新しい取り組みを開発したら良いと考えます。
４．宣教師派遣制度を再考することです。

短期宣教師制度を特例ではなく、一つの制度として確立してみてはどうでしょうか。ま

た、教職育成、及びリフレッシュプログラムに国外宣教の働きを結びつけてみてはどうで

しょうか。教団の教職の育成、質的成長を目指すとき、国外宣教の働きの中で今求められ

ている教職の育成が実現できるのではないかと考えます。

（ア）２～３年の短期宣教師として派遣します。

（イ）教職のリフレッシュ研修制度として海外における奉仕を制度として教団

と連携します。

（ウ）教職を宣教地視察に派遣します。

Ⅲ 。 委 員 会 を 拡 大 こ ＿ と ’ す 。 玲り、々
委員会と教職間の距離を縮める。そのために委員会の拡大を提案したい。その意図は重

荷を持つ教職を増やしていくことです。これは諸教会の支援の強化につながるのではない
か。

いろいろな拡大の仕方があると思います。たとえば、 各宣教区
ごとに一名を地域支援委員として選び、４名で地域委員会を定期的に持つ。そこでは国外

宣教委員会の重荷を共有してもらうために、委員会で話し合われていることを分かち合い、

最新の情報を提供し、一緒に考えてもらうことである。また地域支援委員

１●

外 宣 教 の 重 荷 を 分 か ち 合 う 働 き を し て も ら う ． 地 域 支 援 委 員 会 の 役 割 は 、心、＿．．．-＿＿＿一一-＿＿-http://www.ｊ-co.jpｓＩ.ゅ～ -`-４ヽ心．-、Ｗ-----^ ”゙

宣 教 師 及 び 宣 教 地 と 関 わ り を 深 め て い く か を 話 し 合 う こ と で す ． ま た 実 際

実 施 を 行 う こ と で す ．

各宣太陽国
ｌ ｌ シ 欝
交流の企画、

静寥郊ヽどり遥

ＩＶ．広報活動を見直す。

世の光誌国外宣教版、祈りのネットワーク、毎月の祈りの課題、国外宣教デー等を点検し



見直すことを絶えず行うことです。

結 び

支援の強化のカギは、第一に、国外宣教の理念とビジョンを明確にして提示すること、第
二に、宣教師と諸教会との絆を固く結ぶこと、第三に、教職に共に重荷を担ってもらうこ

と、第四に、諸教会の信徒たちと宣教地の人々とが豊かな交流を持つようにすることです。
- - ・

- -

ｙ ｊ ペ ニ ヽ ヽ こ ノ ’ 一 二 ・ 、 こ ＿ ご ．

匹
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日本同盟基督教団世界宣教戦略会議
【５月理事会提出の国外ビジョン訂正版】
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という霊的遺産を日本同盟基督教団に残しました。私だ
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付 飢 サ ザ フＸ、、一‘・
『教会形成・アジア２１、そして世界へ』

エ ル サ レ ム 、 ュ ダ ヤ と サ マ リ ヤ の 全 土 、 お よ び 地 の 果 て に ま

国外

｜

日本同盟基督教団の国外宣教は廳ｊ４形］目指す。
２１世紀にアジア全域へ宣教師を送る。

アジア諸教会と協力して全世界へ宣教師を派遣し、再臨を待ち望む。

序：日本同盟基督教団の国外宣教
日本同盟基督教団は宣教師による

ソシ師らが世界宣教＾の情熱を語り｀毛れを受け取゜た宣教師が横浜の埠頭に降り立ちま（丿１１１卸扉？もン
した。百有余年の歴史を経て日本同盟基督教団が今日のようにあることを思えば、その第｀二-、一
一歩カ１いかに大きな実を結んだかに感慨を覚えます。

彼らの宣教への志は後に、「世界的視野に立った宣教」「犠牲をおしまない救霊

．一，一心；一派形成にとら尤ｘ宮
尹 ． 邸 眸 万 ち こ 石 ふ 仙 聶 言 １

（・？ｌ；１４かみ、次の第一歩に情熱をもってト 一

アジアそして世界を宣教の視野に納める世界宣教に取り組

ふ勘／７１．日本同盟基督教団の国外宣教は教会形成を目指す。
どのような宣教の働きであれ、それは教会を形作ることを軸に進められる働きであると

私たちは信じます。宣教１１５年。日本同盟基督教団において宣教師や牧師が取り組んだ働

きは多彩でした。多彩ではあっても、それが主のからだなる教会を建てあげる視点を持た

なければ、歴史の中に立ち続けることができないことを学びました。

また４０年を越える国外宣教の働きにおいて、派遣された宣教師たちは教会形

まな段階で奉仕してきました。宣教の耕地を耕すために聖書翻訳や医１
福音の種まきとして伝道や信仰教育に励んだ者。また成長した現地に
した者。それらさまざまな段階・状況にあっても、自らの働きを位置づけるために見失わ

ない一筋が、日本同盟基督教団の国外宣教理念「教会形成を目指す」です。

よって、パラチャーチと呼ばれる分野において奉仕しておられる他団体に敬意を払いつ

つ、私たち日本同盟基督教団は今後もこの「教会形成」を軸に世界宣教を進めてゆきます。

１）「現地教会の形成」：聖書信仰と宣教協力を旨とし一致している日本同盟基督教団の

特質を生かし、現地の教団や教会を重んじ協力しつつ、現地に自律する教会形成を

目指します。＿。。’ｙ４１／‘：・？や？列し伜書台
／ ＿ ‥ ＿

迷ｊｊ４ｊねｉ：（？！１廣形成には人材育成が大切な要素となります。よって宣教の初期段
老人を育てる、という視点をもって取り組みます。

＝ ｌ ， ’ ‘ ？ ； メ サ 。 ／ ＜ ヤ 旅 こ
＿-／．ｆｔ’‘

・・．・・Ｅ；゙・・ｙ戈促
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沖の啄７７３パｕのａに即しｔ］遣」：福音に門戸を閉ざしている社会ド向げ（｀はヽ技＝
術などを持ち入っていく宣教師が必要です（教職宣教師とともに粗徒宣教師の必要
性）。また、宣教地によってさまざまな段階があります。よって、現地の必要に即し

た 多 用 な 派 遣 を し て い き ま す 。 ピ う 翻 と 恥 ソ じ 七 び ー （ ｒ 刹
了こ汐しｙこ／で一つ’タフ’

１１．２１世紀にアジア全域へ宣教師を送る。
一 一

私 た ち は 、 国 外 宣 教 ７ ０ 周 年 と な る 師 ４ ４
＝ ＝ ミ ・ ４ “ ゛ ｙ “

囃孝
- つ の 目 標 に 、 ア ジ ア 全 域 へ の 宣 教 師 派 遣

を目指します。「２１」とは、宣教に取り組む２１世紀を、そしてアジアの各地・各国を意

味する数字です。

アジアは、多様な文化と共に様々な社会体制が混在する地域です。これら地域への宣教

を個々に、具体的に考えるとき、全域を一斉にではなく、文化・社会のつながりを考慮し
つつ、段階を踏んで進めなければならない、ということが見えてきます。

か秀

この課題を考慮しつつ、ビジョンを実現するための戦略的な派遣候補地は以下の通り。
一戦略的な派遣候補地一次段階に向けての拠点づくり

１）

；１ｆｉｉ１号ｌｙか２）

Ｊ Ｘ
憚ンこ＝ｆ！ｚレノ（
，ｆｌｌａｙｉｉｉう（やカｉ

中国東北部およびアジア内陸部へ）

て北朝鮮へ）・メこ、ｔ（永柚ｌ弓１ｒぐＬ・うよ看／イ

３）で工ｙ」ざネ＿；ど-ｚ（ＧＰＫＡＩとの協力による教会形成、恍スラム圏）
・ １ ） 聚 シ 永 永 ¬ 示 ］ ｊ （ 東 南 ア ジ ア 宣 教 の 拠 点 、 東 南 ア ジ ア の イ ス ラ ム 圏 へ ）血¶Ｊ-Ｊ

ｌｉｉ）（タジ（やがてインドシナ諸国へ）

６）（（三診？・スリラン；カレ（南アジア宣教の拠点）- ゛ ミ Ｗ - ” ＝

｀キ徨愉

１５ぬぷ１
八 ’ 四 μ ぞ

ユ，ノ言言

⑤

既 ９

これまでの宣教師派遣においては、おもに宣教師として立つ者の個人的ビジョンを教団

的に受けとめて派遣してきましたが、世界を視野に入れた世界宣教の付託に現実に応えよ

うとするとき、もう一度足場を固め教団が主体となって、アジア全域の宣教にまず取り組

むことが必要であると考えます。

Ⅲ ジ ア 諸 教 会 と 協 力 し て 全 世 界 へ 宣 教 師 を 派 遣 し 、 再 臨 を 待 ち 望 む 。Ｗ 〃 Ｗ ｇ - 心 ・ ミ ． 〃 ・ マ ＝ ｊ ° ７ ゛ ｆ ９ ． - ／ ■ 乙 - ． ● ｒ ミ ． ． “

私たちが「アジア２１」とあえて掲げるのは、世界宣教を視野に入れてのことです。そ
の働きをアジアに限定する意図ではなく、拠点を築き、段階を踏む大切さを覚えているの

です。

アジアの諸教会と協力するためには、アジアにおいても文化や社会体制を手がかりに、

い く つ か の 拠 点 か ら 宣 教 を 進 め る 必 要 が あ る で し ょ う 。 例 え ば 、 す で に 着 手 し て い る タ イ

は 今 後 イ ン ド シ ナ 半 島 へ 宣 教 を 進 め る 足 場 と な る こ と が 期 待 さ れ ま す 。 台 ｉ 弩 カ ヽ ら 中 国 大 陸 膚
＿ ＿ ＿ - - 、 ４ ｒ ・ ・ １

へ．ｚ匹丿三ＪＩ墾屏のモ：・＝＝りレは、 ’く ’；う｀ＴｙＶとか卜仏教圏１ ’｀ケＴＧ｀ぐ手力泌迎咬ヲ；と：強一
べ 心 〃 心 ｊ - - ｍ ｉ ｗ 心

丿魁迄旦；ｌミこむ。

さ ら に 世 界 へ の 宣 教 を 考 え る 、 ！ ニ ＿ き 、 日 本 同 盟 基 督 教 団 が 独 力 で 宣 教 師 を 派 遣 す る に は 数〃 ゛ ← ｀ ″ ゛ ミ ’ ‘ ” “ ” ‘ ” ヘ ー ＿ 。
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３ ） マ ケ ド ニ ア の 叫 び に 応 じ て 、 ア ジ ア 以 外 の 国 々 へ も 宣 教 師 を 派 遣 す る 。

朧 在 外 日 本 人 ・ ｒ 自 系 人 宣 教 な ど 、 日 本 の 教 会 が 果 た す べ き 同 胞 へ の 宣 教 、
八ｗ～・＝-７¶〃

ａ４１Ｆ’１７ヴμゾ〕

継首収壮・１１ｊ寸

れ狗
包１でュヴノ

・・・ｔ、ぶ１、／１）現地教会が、国内・国外の宣教に従事するよう支援する。

、２）各宣教地の教会と協力して、全世界へ宣教師を派遣することを目指す。

｛、ＩＪら、ヤよって私たちは、上記ＩＩ．にある新たな派遣をしつつ、以下のことをしていきます。

９ ’ ｀ ‘ ‾ ’ そ の 他 、 す で に 宣 教 師 を 送 っ て き た 国 々 へ の 後 続 派 遣 も 含 む 。 ）

・ ９ １ 、 雨 - - - 一 卜 - ・ ａ 綱Ｊ ｌ ｙ 一 霜 允 會 益 臨 も 拡 喜 １ 椚 。 Ｚ Ｓ ． 、 Ｚ ７ ヽ 、 位 娃 溢 皿

水 匹 ご ｌ ‘

∧ 二 二 、！●これまでに宣教師を派遣したことのある国への派遣
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ｘ ″ ゛ ７ ｀ ： ゛ ｀ ふ ／ ● 現 在 宣 教 師 を 派 遣 し て い る 国 へ の 後 続 派 遣 双 泄 ‘ ； ｉ ； ｉ ｌ ’ 修 友
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９ 怖 ｌ ｆ 刄 レ よ う な 実 り を も た ら さ れ る の か ま だ 見 え ま せ んゝ ； ● ‘

ｓｘニ４としｊ
（：ｋ、．、らぞぴ

＼
’ ７ ９ ？ フ ａ φ り 含 迩

ミ` ＳＩば；５冷？

ｉｊ｀’．’‾’／レー丿～丿～ｗ・～〃～’●～ｗ’ノｆｖ㎝ｌ-／ＬＪｆＬ-㎝１・-ｆ１／○’Ｉφ・Ｓｆｉ-’ノ・～ｌ-ａ，１／Ｉゝ’Ｑ／-Ｓ-●-ゝ．か４，１●-’．ノ４Ｖｊ●-よＺｉ．ｉ１５ろ

ミ Å ヽ リ Ｆ ｌ ｓ ｌ ＜ の ｔ 命 に 情 熱 を 持 っ て 取 り 組 み ， 宣 教 の 第 一 歩 を 踏 み 出 す 日 本 同 盟 基 督 教 団 で あ り 続 け る
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私 た ち に 出 来 る こ と は 、 委 ね ら れ た 宣 １ 。 、 こ 斟

基督教団１１５年、国外宣教４０年。信仰で始まった第一歩から、すでに二百を越える祓会が

了閃健１７建てられ、二十組を越える宣教師が派遣されました。これから主が、私たちを通して。福、● 〃
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『教会形成・アジア２１、そして世界へ』大きな標語ではあります。
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